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1．お子様の年齢、2．お子様の性別、3．ご利用希望の日付と時間帯

＊出張証明書が必要な方は、その旨をご記入ください。
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会 長 挨 拶

会員の皆様

　大会準備委員の先生方、会場校のみなさまをはじめ、関係の方々のご尽力に
より、日本中世英語英文学会第42回大会を開催できますことを、心よりうれし
く思います。本年は、九州大学伊都キャンパスの素晴らしい会場をお借りでき
ることになりました。九州大学は、東日本の方々にとっては、少し遠出になる
かもしれません。しかし、このような機会を利用して全国各地を巡るのも、本
学会の楽しみの一つだと思います。
　先日、関係者で会場の下見を行いました。キャンパス内の建物の配置や造り
が大変開放的で、すばらしい大会になるものと確信いたしました。自由に意見
を交換し、議論を深めて互いに学び合うという本学会の精神にふさわしい会場
だと感じております。多くの会員の皆さまと会場でお会いできますことを、心
より楽しみにいたしております。

　2026年10月吉日

日本中世英語英文学会　　
会長　家入　葉子　
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会 場 案 内

１．�受付は、12月12日（土）11：00-16：00および13日（日）9：00-11：00に、センター
２号館２階2204教室にて行われます。受付では、一般会員の年会費徴収は
行いません。

２．�当日会員会費は、一般1,000円、学生・定年退職者500円です。
３．�研究発表およびシンポジウムのハンドアウトにつきましては、後日、学会

メーリングリストにてご案内する「指定フォルダ」より各自ダウンロード
のうえ、ご持参ください。なお、会場でも一部ハンドアウトをご用意いた
しますが、部数には限りがございます。可能な限り、各自で事前に印刷し
てご持参いただきますようお願い申し上げます。

４．�大会本部は、センター２号館２階2205教室です。
５．�会員控室は、センター２号館２階2203教室です。12日（土）は11時頃、13

日（日）は９時頃からご利用いただけます。
６．�司会者・発表者控室は、センター２号館２階2202教室です。
７．�書店展示は、センター２号館２階2204教室にて行われます。
８．�ポスターセッションは、12日（土）11：30-12：30および13日（日）9：00-10：

00に、センター２号館２階2204教室にて行われます。
９．�懇親会は12日（土）の18：00から、日本ジョナサン・KS・チョイ文化館に

て開催されます。懇親会費（一般6,000円、学生3,000円）は当日受付でお
支払いください。子供の同伴可（料金は1,000円、未就学児は無料）です。

10．�ご来場の際は公共交通機関の利用を推奨します。車を利用する場合、中央
西ゲート（ビッグオレンジ前）、中央東ゲートもしくは南ゲート（北側）
にある守衛所にて、入構手続きをしてください（入構料300円）。

11．�キャンパス内は全面禁煙となっています。
12．�隣接する「ビッグさんど」の食堂は、土曜日11：00-14：00、16：30-18：45、

日曜日11：00-14：00、売店（セブン-イレブン） は、土曜日9：00-18：00、日
曜日10：00-17：00に営業しております。

13．当学会では宿泊施設の斡旋は行っていません。

連　絡　先
九州大学（伊都キャンパス）

〒819-0395 福岡県福岡市西区元岡744
大会本部：センター２号館２階2205教室
開催校連絡先：brooks@flc.kyushu-u.ac.jp
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会場までのアクセス

� （https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/campus/ito/ より一部転載）

※�会場への最寄りのバス停は「九大ビッグオレンジ」です。時刻・運賃につい
ては下記サイトでご検索ください。

	 昭和バス「路線バス・都市間高速バス 時刻 運賃」
	 https://www.showa-bus.jp/
	 西鉄バス「時刻・運賃検索」
	 https://www.nishitetsu.jp/
※�大会・懇親会会場から駅へ向かう際は「九大ビッグオレンジ」あるいは「九

大センターゾーン入口」をご利用ください。「九大ビッグオレンジ」の乗車
バス停は降車バス停から少し離れた場所にありますので、ご注意ください。
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キャンパス詳細図

� （https://www.kyushu-u.ac.jp/f/49039/ItoBM_20220725_kakudai.pdf より一部転載）

食堂・売店 

キャンパス内バス停

【乗車】  【降車】 

イイーースストトゾゾーーンンへへ  

イイーースストトゾゾーーンンへへ  

大会会場 

編集委員会 (大会前日) 

E-C-541 (イースト 1 号館 

5 階言文会議室) 

懇親会会場 
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センター 2号館見取り図

2 階 

4 階 

開会式・総会，研究発表Ⅰ・Ⅱ，

企画シンポジウム，閉会式 

託児所 

研究発表Ⅲ，

評議員会 

司会者・発表者 

控室 

受受付付，書店展示， 

ポスターセッションⅠ・Ⅱ 

会員控室 

大会本部・大会準備委員会控室，

開催校準備委員控室 
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日本中世英語英文学会　第42回全国大会プログラム

2026年12月12日（土）・12月13日（日）
九州大学（伊都キャンパス）

〒819-0395 福岡県福岡市西区元岡744
（大会本部：センター２号館２階2205教室）

開催校連絡先：brooks@flc.kyushu-u.ac.jp

第１日　12月12日（土）

11：00-16：00　受付（センター２号館２階2204教室）
　　　 　　　＊会員控室（センター２号館２階2203教室）

11：30-12：30　ポスターセッションⅠ（センター２号館２階2204教室）

12：30-13：00　開会式・総会（センター２号館４階2403教室） 
� 司会　狩野晃一（明治大学）　　
開会の言葉� 会長　家入葉子（京都大学）　　
議事
　事務局報告� 事務局長　狩野晃一（明治大学）　　
　編集委員会報告� 編集委員長　張替涼子（東京理科大学）
　大会準備委員会報告　� 大会準備委員長　新川清治（早稲田大学）　
　大会案内� 開催校委員　Britton Elliott Brooks（九州大学）

13：10-14：40　研究発表Ⅰ（センター２号館４階2403教室）

13：10-13：50　司会　大沼由布（同志社大学）
　１．�中世東西における異界表象の比較考察―The Vision of Tundale と『今

昔物語集』を中心に
� 壬生正博（福岡歯科大学）　　

14：00-14：40　司会　片見彰夫（青山学院大学）
　２．「ネオ中英語」によるインクルーシヴな教育の試み
� 三浦あゆみ（東京大学）　　　
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14：55-17：30　企画シンポジウム（センター２号館４階2403教室）
フィールド版『アーサー王の死』（2013）の形成―作者・校訂・身体性
　１．フィールド版マロリー（2013）―よみがえるテクスト、甦る身体性
� 不破有理（慶応義塾大学名誉教授）
　２．フィールド版「アーサー王と皇帝ルシアスの物語」
� 加藤誉子（デ・モントフォート大学）
　３．「サー」か否か―フィールド版『アーサー王の死』における敬称の扱い
� 小宮真樹子（近畿大学）　　　　　
　４．フィールド版と音読するテクスト
� 向井　剛（福岡女子大学名誉教授）

18：00-20：00　懇親会（日本ジョナサン・KS・チョイ文化館）

第２日　12月13日（日）

9：00-11：00　受付（センター２号館２階2204教室）
　　　 　　　＊会員控室（センター２号館２階2203教室）

9：00-10：00　ポスターセッションⅡ（センター２号館２階2204教室）

10：00-12：20　研究発表Ⅱ（センター２号館４階2403教室）

10：00-10：40　司会　中西志門（福岡大学）
　３．�The Old English Boethius における具格の用法について―散文と韻文を

比較して
� 小山　凱（立教大学大学院）　

10：50-11：30　司会　井口　篤（慶應義塾大学）
　４．中英語聖書四福音書における反実仮想条件表現の悉皆的検証
� 佐藤信正（独立研究者）　　　

11：40-12：20　司会　小竹　直 （東京外国語大学）
　５．古英語版福音書 Royal 写本における屈折語尾について
� 市川　誠（東京理科大学）　　
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10：00-12：20　研究発表Ⅲ（センター２号館２階2201教室）

10：00-10：40　司会　杉藤久志（日本大学）
　６．The Canterbury Tales における托鉢修道士による往生術へのいざない
� 立花香里（同志社大学大学院）

10：50-11：30　司会　岡本広毅 （立命館大学）
　７．�沈黙するモルガン・ル・フェイ―『ガウェイン卿と緑の騎士』における

女性の言葉と主体性
� 濱田里美（実践女子大学）　　
11：40-12：20　司会　伊藤　尽（信州大学）
　８．�ウルフスタンの著述におけるヴァイキング表象と初期中世イングランド

人の共同体意識
� 和田　忍（駿河台大学）　　　

12：30-12：40　閉会式（センター２号館４階2403教室）
　閉会の言葉� 副会長　鎌田幸雄（仙台大学）　　　　
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PROGRAMME

SATURDAY 12 DECEMBER

11：00-16：00　Registration (Center Zone 2, 2nd floor, Room No. 2204)
　　　　　*Members’ Waiting Room (Center Zone 2, 2nd floor, Room No. 2203) 
11：30-12：30　Poster Session I (Center Zone 2, 2nd floor, Room No. 2204)

12：30-13：00　Plenary Session (Center Zone 2, 4th floor, Room No. 2403)
Moderator: KANO, Koichi, Meiji University
　Opening Address� IYEIRI, Yoko
� President of JSMES, Kyoto University
　Business Announcements

13：10-14：40　Paper Session I (Center Zone 2, 4th floor, Room No. 2403)

13：10-13：50　Moderator: ONUMA, Yu, Doshisha University
　１．�A Comparative Study of Otherworldly Representations in the 

Medieval East and West: Focusing on The Vision of Tundale and 
Konjaku Monogatarishu

� MIBU, Masahiro, Fukuoka Dental College
14：00-14：40　Moderator: KATAMI, Akio, Aoyama Gakuin University
　２．�Neo-Middle English: An Attempt at Inclusive Education
� MIURA, Ayumi, The University of Tokyo

14：55-17：30　Special Symposium (Center Zone 2, 4th floor, Room No. 2403)
The Making of Field’s Malory (2013): Authorship, Emendation, and Physicality
　１．�The Field Edition of Malory (2013): Restoring the Text, Reviving 

Physicality
� FUWA, Yuri, Professor Emerita, Keio University
　２．�‘King Arthur and the Emperor Lucius’ in Field’s Edition
� KATO, Takako, De Montfort University
　３．�Sir or Not: Honorifics in Field’s Malory
� KOMIYA, Makiko, Kindai University
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　４．Read Aloud Field’s Text
� MUKAI, Tsuyoshi, Professor Emeritus, Fukuoka Women’s University

18：00-20：00　Reception (Jonathan KS Choi Cultural Center of Japan)

SUNDAY 13 DECEMBER

9：00-11：00　Registration (Center Zone 2, 2nd floor, Room No. 2204)
　　　　　*Members’ Waiting Room (Center Zone 2, 2nd floor, Room No. 2203) 

9：00-10：00　Poster Session II (Center Zone 2, 2nd floor, Room No. 2204)

10：00-12：20　Paper Session II (Center Zone 2, 4th floor, Room No. 2403)

10：00-10：40　Moderator： NAKANISHI, Shimon, Fukuoka University
　３．�The Usage of the Instrumental Case in The Old English Boethius: �

A Comparison of Prose and Verse
� KOYAMA, Kai, Graduate School, Rikkyo University
10：50-11：30　Moderator: IGUCHI, Atsushi, Keio University
　４．�An Exhaustive Survey of Counterfactual Conditional Expressions in 

the Four Gospels of the Middle English Bible
� SATO, Nobumasa, Independent Researcher
11：40-12：20　Moderator: �KOTAKE, Tadashi, Tokyo University of Foreign 

Studies
　５．�On the Inflectional Endings of the Royal Manuscript of the Old English 

Version of the Gospels
� ICHIKAWA, Makoto, Tokyo University of Science

10：00-12：20　Paper Session III (Center Zone 2, 2nd floor, Room No. 2201)

10：00-10：40　Moderator: SUGITO, Hisashi, Nihon University
　６．�An Invitation to Ars Moriendi through the Friar’s Narration in The 

Canterbury Tales
� TACHIBANA, Kaori, Graduate School, Doshisha University
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10：50-11：30　Moderator: OKAMOTO, Hiroki, Ritsumeikan University
　７．�Remaining in Silence: Women’s Voices and Their Initiative in Sir 

Gawain and the Green Knight
� HAMADA, Satomi, Jissen Women’s University
11：40-12：20　Moderator: ITO, Tsukushi, Shinshu University
　８．�Wulfstan, the Vikings, and Collective Identity in Early Medieval 

England: Sermo Lupi and The Institutes of Polity
� WADA, Shinobu, Surugadai University

12：30-12：40　Closing Address (Center Zone 2, 4th floor, Room No. 2403)
� KAMATA, Yukio, Vice-President of JSMES, Sendai University
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発表要旨

第１日　12月12日（土）

13：10-14：40　研究発表Ⅰ（センター２号館４階2403教室）

13：10-13：50　司会　大沼由布（同志社大学）
１．�中世東西における異界表象の比較考察―The Vision of 

Tundale と『今昔物語集』を中心に

壬生正博（福岡歯科大学）

　本発表では、中世西欧と日本における、夢や幻視を媒介として到達される「異
界」の表象、とりわけ天界の構造に焦点を当てる。従来、この分野では個別作
品研究が蓄積されてきた一方、異界表象を東西比較の視点から横断的に検討す
る試みは、必ずしも十分ではなかった。そこで本発表では、中世人が「天の秩
序」をいかに空間的に視覚化・表象していたか、その構造的特徴を考察する。
　西欧側では、12世紀ラテン語作品 Visio Tnugdali『トゥヌクダルスの幻視』
とその15世紀中英語版 The Vision of Tundale を主たる対象とし、必要に応じ
て Dante の La Divina Commedia『神曲』や関連する写本図像も参照する。日
本側では、12世紀初頭成立と推定される『今昔物語集』のうち、異界表象や蘇
生に関わる説話を中心に取り上げる。あわせて、仏教文献や来迎図、曼荼羅の
視覚資料も扱うことで、当時の世界観を多角的に分析する。
　以上の文献資料を中心とした比較を通じて、従来の個別作品研究では捉えに
くかった、東西に共通する異界表象の類型を考察するとともに、それぞれに固
有の宗教的・文化的差異についても比較検討を行う。

14：00-14：40　司会　片見彰夫（青山学院大学）
２．�「ネオ中英語」によるインクルーシヴな教育の試み

三浦あゆみ（東京大学）

　本発表では、応募者が今年度前半に２つの大学で同時に開講した中英語入門
の授業の成果を検証する。古英語については国内外で入門書の刊行が相次いで
いるが、中英語の初学者向けのリソースは特段の広がりを見せておらず、学生
にとって敷居の高い状況が続いている。一方で、中世英語英文学の現代におけ
る表象や受容に関する Oliver Traxel の一連の研究では、「ネオ古・中英語」に
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よる教育の潜在的価値が認められている。
　「ネオ中英語」の例として、Walter Sauer による Le Petit Prince のチョーサー
の英語訳がある。応募者は本書を講読することで、中世英語英文学や英語史の
研究を必ずしも志さない学生でも参加しやすいアプローチを試みた。本発表で
は、国内外の中英語教育の現状、「ネオ中英語」の教育効果、履修者からのフィー
ドバックなどを踏まえつつ、主に国内における今後の中英語教育の一つの可能
性を提示する。

14：55-17：30　企画シンポジウム（センター２号館４階2403教室）
フィールド版『アーサー王の死』（2013）の形成―作者・校訂・
身体性
　印刷本であれ写本であれ、一次資料とみなされるテクストには、著者以外の
手が介在している。トマス・マロリーの『アーサー王の死』（1469-70年頃完成）
は、長らくウィリアム・キャクストンの印刷本（1485年）とそれに基づく諸版
によって読まれてきた。しかし1934年、ウィンチェスター・コレッジで写本が
発見されると、マロリーのテクスト生成が改めて問題となった。両者の差異は、
とりわけローマ遠征の逸話に顕著に現れている。
　その後もマロリーの校訂本は学問的関心を集め、写本を踏まえたウジェー
ヌ・ヴィナーヴァ版は三版を重ねた（1947・1967・1990年）。さらに第三版改
訂に携わったピーター・フィールドは、2013年に「マロリーの声の復元」を掲
げる新たな校訂版を刊行した。
　本発表では、フィールド版の本文やレイアウトを精査し、そのテクスト構築
の特徴を明らかにするとともに、著者のオリジナルと想定されるテクストや同
時代の読者体験を、いかに再現しようとしたのかを検討したい。

フィールド版マロリー （2013）―よみがえるテクスト、 甦る身体性

不破有理（慶應義塾大学名誉教授）

　テクスト、 とりわけマロリーのテクストの出版・校訂の歴史は原作からの乖離
の歴史である。マロリーの語りには、馬上槍試合、狩猟、戦術、騎士の戦闘、
紋章などに関する豊かな知識と情熱の裏付けがあるが、ウィンチェスター写本

（W）とキャクストン版（C）ではそれらは共有されておらず、往々にしてテク
ストは誤読や省略、改変の対象となった。たとえば、「大股で近寄る」という
動詞は鮮やかに騎士の身体性を浮かび上がらせる表現だが W・C 共に、フィー
ルドのことばを借りれば「あたかもマロリーの動詞が生む騎士の迫真性に怯ん
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だように」、意図的に表現が中和されている。さらに、アスカムが “bold 
bawdry” と非難したような倫理的判断、 写字生や植字工の誤り、 編集者の時代
的要請や個人的嗜好によって、テクストは長く変容を重ねてきた。いわばテク
ストの垢を洗い流す校訂の過程を追いながら、マロリーのことばがどのように
よみがえっているのか、その身体性に注目し、彼の描く騎士の世界を考察する。

フィールド版「アーサー王と皇帝ルシアスの物語」

加藤誉子（デ・モントフォート大学）

　ウィンチェスター写本の発見（1934）以来「アーサーとルシアスの物語」は
様々な物議を醸し出した。マロリー作品の成立過程や作者自身による編集の可
能性を中心に活発な議論が交わされ、彼の種本、ウィンチェスター写本、そし
て、キャクストン版の比較研究が大きく進展した。一方、写本が一時期キャク
ストン工房にあったことが判明したことで、キャクストンおよびその後継者
ド・ウォードの仕事ぶりに関する研究も盛んに行われた。
　こうした約80年に及ぶマロリー学の蓄積が反映されたフィールド版（2013）
の「アーサーとルシアス」においては数多くの新しい読みが採用されている。
その代表的な例としては、ローマの長老達が「オリーブの枝を手にして」登場
することや、最後の方でアーサーがローマ長官に「暇（いとま）を乞う権利」
を与えていることなどが挙げられよう。
　本発表では、フィールド版「アーサーとルシアス」と従来版を比較検討し、
フィールド校訂特有のマロリー像を明らかにする。

「サー」 か否か―フィールド版 『アーサー王の死』 における敬称
の扱い

小宮真樹子（近畿大学）

　ピーター・フィールドによる新たな『アーサー王の死』校訂本（2013）は、
1485年に出版されたウィリアム・キャクストンの印刷本か、あるいは二人の写
字生によるウィンチェスター写本のどちらかを重視するのではなく、筆者トマ
ス・マロリー自身のテクストへの回帰をモットーとしている。その一方で、頻
出するのにフィールドが表記を統一していない興味深い要素がある。騎士たち
の名前に付く「Sir」の称号である。たとえば登場時に騎士ではないガレス（ボー
マン）やラ・コート・マル・タイユに Sir の称号が添えられていないのはもち
ろんだが、彼らの叙任後であっても常に用いられるわけではない。他方、騎士
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トリストラムが狂気に陥った際や、ランスロットが戦いを棄てて出家した後で
も用いられている。
　本発表では Sir という敬称の「（無）修正」を通じ、フィールド版『アーサー
王の死』ではどういった存在が「騎士」と認識されているのかを論じたい。

フィールド版と音読するテクスト

向井　剛（福岡女子大学名誉教授）

　マロリーの作品には、語り手が挿入する「皆さま先にお聞きのとおり」の言
葉が散見される。口承文学の一つの特長であり、その名残と言える。展開され
るテクスト自体にも、まるで著者マロリーが声を出しながら執筆したと思える
言語的特徴がうかがえる。その一つの例は、語りが突然スピーチに転じる（現
代の「自由間接話法」にも通じるか）表現箇所であり、あるいは同一文内で、
対象を二つの異なる言葉で再叙する同格的表現であろう。前者の場合、現代の
編者は引用符を用いて話法の変化を表現し、後者は句読点を駆使するなどして、
それぞれ著者の感情移入を読み手に伝える。（なお同時代の編者キャクストン
は、こうした「ぎくしゃくする（jerky）」（Blake, 1977）語りを刈り取り、整
理した。）
　マロリーが意図したテクストの再現を目指すフィールド版（2013）は、先行
するヴィナーヴァ・フィールド版（1990）と比較して、はたしてマロリーの声
をどのように再現しているか、それを観察してみたい。

第２日　12月13日（日）

10：00-12：20　研究発表Ⅱ（センター２号館４階2403教室）

10：00-10：40　司会　中西志門（福岡大学）
３．�The Old English Boethius における具格の用法について
―散文と韻文を比較して

小山　凱（立教大学大学院）

　古英語における具格はすでに与格に吸収されつつあったため、限定的な格で
あったと言える。そのため、古英語の格に関する研究において、具格は他の格
と比較して、これまであまり注目されてこなかった。古英語統語論の基本文献
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である Mitchell（1985）でも具格と与格の記述は明確に分けられていない。さ
らに、近年では Freeman（2018）や Middeke（2021）において YCOE コーパ
スを用いた具格の数量的な研究が行われているが、個別のテキストに関する言
及や散文と韻文の差異についての分析は十分に行われているとは言えない。本
発表では、The Old English Boethius におけるＣテキストに現れる具格を収
集・分析し、韻律にかかわらず具格が選ばれる実例を整理した上で、それらを
Ｃテキスト内で韻文と散文の比較、さらに散文のみで構成されるＢテキストと
の比較を通じて、韻文と散文における具格の使用状況の相違を分析する。

10：50-11：30　司会　井口　篤（慶應義塾大学）
４．�中英語聖書四福音書における反実仮想条件表現の悉皆的検証

佐藤信正（独立研究者）

　中英語聖書は14世紀後半のウルガタ英訳であり、ラテン語原典との厳密な対
照が可能な希有なコーパスである。本発表は、四福音書の反実仮想条件節25件
を悉皆的に取り上げ、ラテン語およびフランス語訳（Bible de Sacy）と対照す
る。ラテン語は条件節に接続法を用い、counterfactual past 構文を持たない。
一方フランス語は古フランス語以来この構文を確立しており、現代英語も同�
じ類型に属する。調査の結果、中英語聖書は全事例で過去形屈折による 
counterfactual past 構文を選択していた。これはラテン語原典からも、佐藤

（2023）が示した従属節接続法の既定英訳処理である迂言表現からも導けない
積極的選択である。英語内部の屈折融合による通説はこの選択の方向性を説明
しないが、近接する時代のフランス語聖書とは構造的に並行する。本発表は、
この特異なコーパスを通じて両言語の構造的並行性を実証する。

11：40-12：20　司会　小竹　直（東京外国語大学）
５．�古英語版福音書 Royal 写本における屈折語尾について

　市川　誠（東京理科大学）

　Moore（1928）によれば、西暦1050年から1300年にかけて、古英語期に保持
されていた屈折語尾が弱化された形で綴られるようになった。古英語版福音�
書の12世紀の写本である London, British Library, Royal I.A.iv（Ｒ写本）の�
先行研究である Liuzza（1988）は、Ｒ写本の屈折語尾について “traditional 
spellings are maintained to some degree in R”（Liuzza 1988: 99）と評価する。
しかしながら、11世紀の Oxford, Bodleian Library, Bodley 441（Ｂ写本）とＲ
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写本を比較すると、Ｒ写本では伝統的な屈折語尾が保持されている一方、屈折
語尾において母音の弱化が進行していることが分かる。本発表では、古英語版
福音書の３つの写本のテキストを比較し、Ｒ写本の屈折語尾における母音弱化
の状況を定量的に示す。

10：00-12：20　研究発表Ⅲ（センター２号館２階2201教室）

10：00-10：40　司会　杉藤久志（日本大学）
６．�The Canterbury Tales における托鉢修道士による往生術

へのいざない

立花香里（同志社大学大学院）

　The Canterbury Tales に登場する托鉢修道士は、聴衆の心を掴む話術を駆使
しながら説教を通して人々から金銭を獲得する貪欲な人物として描かれてい
る。同時に、彼の語りには、宗教的且つ教化的な内容が含まれていることも否
めない。というのも、托鉢修道士は、教化文学に広く用いられていた「実」

（“fruyt”）に関する例えを引き合いに出しているからである。実際に、The 
Friar’s Tale における召喚吏と悪魔の悔悛を巡るやり取りは、往生術（Ars 
Moriendi）を説く教化文学に見られる煉獄での死者の魂と悪魔の対話を連想さ
せる。往生術では、現世の「死」よりも死後魂が「生」を得るためにいかに煉
獄で振る舞うかが重視されていたことも併せると、托鉢修道士による物語は、
信徒を教化する往生術の要素を含むと解釈出来る。
　以上の内容を踏まえて、本発表では、托鉢修道士の語り口に着目しながら、
往生術の観点から The Friar’s Tale における召喚吏と悪魔の関係を考察するこ
とで、読者を往生術へと導く聖職者としての托鉢修道士像を明らかにしたい。

10：50-11：30　司会　岡本広毅（立命館大学）
７．�沈黙するモルガン・ル・フェイ―『ガウェイン卿と緑の騎士』

における女性の言葉と主体性

濱田里美（実践女子大学）

　『ガウェイン卿と緑の騎士 （Sir Gawain and the Green Knight）』 は騎士ガウェ
インの冒険譚であり、彼を中心とした男性たちの物語である。登場する三人の
女性たち（王妃、奥方、老婆）は、あくまでも脇役であり、ガウェインを語る
ための物語上の装置の一部と言えるだろう。
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　しかし、物語の終盤で唐突に、緑の騎士によるアーサー王宮廷の急襲をはじ
めとした一連の出来事が、モルガン・ル・フェイの奸計であったことが明かさ
れると、それまでの物語構造は大きく覆されることになる。醜い老婆の姿で登
場するモルガンは、作中では自ら行動を起こさず、沈黙を貫く。それにもかか
わらず、物語の背景には彼女の〈意志〉があった。本発表では、これまで結末
における不要な要素とされ、十分に議論されてこなかったモルガンの登場に焦
点を当てる。中世という男性社会における女性の言葉と主体性の問題という観
点から再考し、モルガンを登場させた詩人の意図を明らかにしたい。

11：40-12：20　司会　伊藤　尽（信州大学）
８．�ウルフスタンの著述におけるヴァイキング表象と初期中世

イングランド人の共同体意識

和田　忍（駿河台大学）

　本発表では、初期中世後期イングランドで活躍したウルフスタンの著述を用
いて、10世紀末から11世紀初頭に再び活発化したヴァイキングの侵略活動が、
当時のイングランド人の共同体意識の形成に与えた影響について検討する。こ
の時期のイングランドでは、ヴァイキングの再侵攻や政治的混乱によって社会
不 安 が 深 刻 化 し て い た。 従 来、Sermo Lupi ad Anglos は 説 教 や 終 末 論、
Institutes of Polity は政治思想や共同体秩序の観点から個別に研究されること
が多く（Godden (1994), Gatch (1977), Wormald (1999), Molyneaux (2015) など）、
両者を関連づけて検討する試みは十分でなかった。しかし、それらを当時のヴァ
イキング活動との関係から統合的に分析することで、ウルフスタンが異教徒の
ヴァイキングをキリスト教共同体秩序に脅威を与える他者として描きながら、
イングランドにおける王権・教会・民衆による理想的秩序を提示していたこと
を明らかにしたい。そして、他者の表象と共同体秩序の理念との結合を通じて、
初期中世におけるイングランド人という自己認識が、ウルフスタンの著述にお
いてより明確なかたちで表現されたことを論じる。
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